
m
g
r
in
-
s
h
o
n
-z
l
a
-b
a
h
i
-
r
t
o
g
s
-
b
r
jo
d
 
の

世

界
 

(
金

子

)
 

一
六

八

g
r
in
-s
n
o
n
-z
la
-b
a
h
i-r
t
o
g
s
-b
r
j
o
d

の
世
界

金

子

英

一

m
s
-
k
y
i
-
r
n
a
-
r
g
y
a
n
-
s
h
e
s
-
b
y
a
-
b
a
-
s
h
u
g
s
-
s
o
/
/

略

名
 
m
g
r
i
n
-
s
n
o
n
-
z
l
a
-
b
a
h
i

(
1
)

r
t
o
g
s
-
b
r
j
o
d
 

は
 
s
t
a
g
-
p
h
u
-
b
a
-
b
l
o
-
b
z
a
n
-
b
s
t
a
n
-
p
a
h
-
r
g
a
l
-
m
t
s
h
a
n
 

の
物
語

で
あ

る
が
、

内
容
か
ら
説
話

に
属
す
か
、

説
教
伝

道
物
語
等
に
な
る
か
、

文
学

性
も
問
題

で
あ
る
。

簡
単

に
全
体
を

ま
と
め

る

と
、

主
人
公
 
c
ho
s-k
y
i
d
g
a
h
-
b
a
 

(
-
d
g
e
-
h
d
u
n
-

d
b
a
n
)
 王
子
が
、
友

人
で
あ
る
大

臣
 
la
-g
a
-a
-n
a
 に
だ

ま
さ
れ
、

鳥
 m
g
rin
-

sn
o
n
-
z
l
a
-
b
a
 

に
な
り
、

そ
の
大
臣
が
王
子
の
身

体

に

g
ro
n
-
h
j
u
g
 

(
入
屍
)

し
た
。
鳥

に
な

つ
た

王

子

は
 b
la
-m
a
-
d
r
i
-
m
e
d
-
d
p
a
l
-
l
d
a
n
 

か

ら

教

え

と
授

記
さ
れ
、

喩
伽
女

に
よ
つ
て

ニ
セ
王
子
と
 
h
o
d-ld
a
n
 
(
以
前
に
家

来

で
あ

つ

た
)
 の
魂
が
入
れ
換

わ

つ
た
。

王
子

の
身

体

に

は
、

三

人

が
次

々
に
乗

り

移

つ
た
わ
け

で
あ
る
。

鳥

の
時
森

で
説
法
を
多
く
為
し
、

一
度
帰
国
し
た
が
、
王

子
は
鳥

の
ま
ま
最
後
に
死
ぬ
。
物
語
を
進
め
る
上
に
も
又
、
説

法
等

の
中
に
、

三
宝
、

菩
提
心
、
禅

定
、
密

兄
等
顕
密
両
教
に
わ
た
る
語
や
、

教
説
が
述

べ
ら

(
3
)

れ
て
い
る
。

特
に
 
la
s
,
 
 

sm
o
n
-la
m
,
 
 
g
r
o
n
-
h
j
u
g
 

な
ど
は
、
物

語

の
展
開

に

要
点
と
な

つ
て
い
る
。
今

こ
こ
で
種

々
の
解

明
さ
れ
る
べ
き
点
が
多
く
あ

る
中

で
、
全
体
を
統
合

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
授
記
説

の

一
端

を
考

察
す
る
。

 

授

記
 
(
l
un
-b
s
ta
n
)
 を
与

え

る

者

は
、

b
l
a
-
m
a
-
d
r
i
-
m
e
d
-
p
a

m
ed
)
 を
中

心

に
、

観

音

菩
薩
 
(
p
h
y
an
-ra
s-g
zig
s-d
b
a
n
)
 と
 
m
a
-
t
i
-
m
a
-
h
a
-

n
i
 (jo
-
mo
-sg
ro
l-m
a
)
 の
三

人

が
、

主

に
各

種

の
異

名

や
変

幻

し

た
姿

で

授

記

を

す

る
。

授

記

は

末

来

成

仏

を

予

言
す

る
が
、

こ
の
物

語

の
中

で

は
、

現

に

(
4
)

主
人
公
が
生
き

て
い
る
間

の
現
在
に
近

い
末
来
と
、

死
後
及
び
仏

の
場
合

に
は

末
来
次
生

の
出
来
事
を
述

べ
る
時
間
的
に
二
種
に
わ
け
ら
れ
る
。

前
者
、

近

い

末
来
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
を
は

こ
ぶ
為
に
、

王
子

の
母
 
m
a
-ti
-
m
a
-
h
a
-
n
i
 

が
大

臣

に

「
イ

ン
ド

へ
行
け
」
。
王
に
対
し

て

「
王
子
が
、

王
よ
、

あ
な

た

の
王

政

を
持

つ
こ
と
は
出
来
な

い
。
」
王
子
が
妃

に
対

し

「
(
あ
な
た
と
)

私
は
、

こ
の

間

に
永
く

一
緒

で
な

い
け
れ

ど
も
末
来
に
二
人
は
会
う
で
し
よ
う
」
。
と
語
る
。

後
者

の
死
後

の
次
生

の
授
記

で
あ

る
が
、

物
語
の
中

で
、
現
在
は
人

(
そ
の
他

有
情
)

の
場
合
と
、

菩
薩

と
、
仏

の
場
合
と
の
三

つ
に
わ
け
ら
れ
る
。
(
A
)
人の

場
合
、

死
ん
で
か
ら
(
1
)
人
か
ら
人
或
は
人
か
ら
畜
生
、

畜
生
か
ら
人
と
生
れ

変

わ
る
。
c
ho
s
-k
y
i
-
d
g
a
h
-
b
a
,
 
 
l
a
-
g
a
-
a
-
n
a
 

等
は

「
大

臣
 
l
a
-
g
a
-
a
-
n
a
 

も

業

の
力

で
、
そ

の
子

に
生
れ
る
。
h
u
-
r
u
n
-
s
u
l
 

と
云
う
あ
な
た

が

彼

を

殺

す

の

で
、
法
律
を
奪
う
あ
な
た
が
罪
に
な
る
」
。
「y
a
m
-Se
 は
畜
生

の
四
生

を
続

け

て
、
そ
れ
に
よ

つ
て
時

に
大
臣
 
k
lu
 の
名

(
に
な
る
)
」
。
こ
こ
で
は

過

去

よ

り

の
因
果
か
ら
人
に
な

つ
て
も
、

そ
れ
が
続

き
、
又
次
生
以
後
に
は
人
に
な
り

輪
廻
転
生
す
る
。
(
2
)
転生
を
次

々
に
く
り
か
え
し
、
末
来

に
仏

に
な

る
。
「
y
e
-

S
es
-h
d
s
in
 
も
 
Se
s
-
r
a
b
,
 
 
h
o
d
,
 
 
…
…
d
r
i
-
m
e
d
-
b
s
o
d

rd
o
-
r
j
e
-
n
a
g
-
d
b
a
n
-
b
l
o
-
l
d
a
n
-
p
a
,
 
 
h
p
h
r
i
n
 

と

い
う
名
で
利

益

を
為
す
。

末
来
に
 
d
r
i
-
m
e
d
-
m
t
s
h
a
n
-
m
a
-
d
b
a
n
 

如
来

に
当
成

仏

す

る
。
」
等

の
こ
れ
は
 
y
e
-
ses
-h
d
sin
 が
、

善
業

の
人

の
連
続
と

し
て
生

れ

か

わ

り
、

最

後
に
如
来
に
な
る
。
(
3
)
 
n
h
arm
a
 の
場
合

は
死
ん
で
極
楽

浄

土

に

生

れ

る
。

(4)
 
n
e
s
-le
g
s
 は
持
金
剛
に
生
れ
る
。
(
B
)
菩
薩

の
場
合
、
(
1
)
本性
が
 
jo
-m
o
-

-675-



sgq
r
o
l-m
a
 で
あ

り
、

現

在
、

人
 
m
a
-ti-m
a
-
ha-n
i
 で
あ

つ
て
、

死

ん

で
末

来

に

人

の
姿

や

空

行

と

し

て
変

幻

す

る
。

喩

伽

女
 
(
k
u
-r
u
-ku
-sle)
 は
、

「
n
a
i-

p
a
-la
 国

に
 
p
a
n
-
ch
en
-
rgy
a
-b
a
-
d
e
d
-
d
p
o
n
 

或

は
 
g
s
an
-m
tsh
an
-
sv
a
-ri-

b
d
sv
a
、

チ

ベ

ッ
ト

国

に
 
p
r
a
na
d
sh
a
 を

得

る

者
」

と
別

々

の
場

所

で
、

別

名

で
活

動

す

る
。

(2)
義

(内

容

)

に
於

い

て

a
-b
h
y
a
-
d
s
a
-
g
i
-
r
d
o
-
r
j
e
-
h
d
s
i
n
 

に

同

じ

で
あ

る
 
m
a
-s
o
-k
a
 は

初

め
 
sen
-
ge
 王

そ

の

他

に

生

れ
 
s
to
b
s
-ld
a
n
-

rg
a
l-p
o
,
 na
m
-m
g
a
h
-
l
t
a
r
-
g
r
a
g
s
-
b
l
a
-
m
a
…
r
i
n
-
c
h
e
n
-
b
a
-
s
o
d
-
n
a
m
s
-
c
h
o
s

そ

し

て

最
後

に
 
rn
a
m
s
-p
a
r-g
s
h
o
n
-
p
a
 

如

来

に

な

る
。

義

が

菩

薩

と

同

じ

人

は
、

人

か

ら
人

に

生

れ
、

次

々
に

生

じ
、

最

後

に
如

来

に
な

る
。
(
3
)
観音

菩

薩

は

「
チ

ベ

ッ
ト
に
 
rg
y
u
d
-s
r
on
-b
k
a
h
-b
tsa
n
-th
u
g
s-sg
am
-
c
h
e
s
 

王

が
現

れ
、

又
 
k
h
ri-sr
on
-sd
e
 王

が

あ

ら

わ

れ
、

イ

ン
ド

の
 
p
a
n
-
c
h
e
n
 

を
招

待

す

る
。

私

も

そ

こ

に
行

く
。

チ

ベ

ツ
ト

に

す

ぐ

れ

た
 
lo
-tsa
h
 
が
多

く

生

れ

る
。
」

と

実
在

の

王
名

人

の
姿

に

な

り
、

又
変

幻

が

主

に

述

べ

れ

る
。
(
C
)
仏

の

場

合

b
la
-m
a
-
dri
-
m
e
d
-
b
p
a
l
-
l
d
a
n
 

(h
o
d
-
d
p
a
n
g
-
m
e
d
)
 

は

」
東

に
 
b
l
o
-
g
r
o
s
-
b
z
a
n
-

p
o
 (r
je
-rin
-
po
-c
h
e
-ts
o
n
-k
h
a
-p
a
)
 南

に
 
b
so
d
-n
am
s
-rin
-c
h
e
n
 
(s
gq
a
n
-

p
o-p
a
)
 西

に
 
k
u
n
-
dg
a
h
-rg
y
a
l
-
m
t
s
h
a
n
 

(
sa
-
pan
)
 北

に
 
n
i
-
ma
-h
o
d
-ze
r

(
p
a
-tsh
a
b-lo
-tsa
ts
h
a
b
a
 
と

有
名

で
あ

る
。
」

と

し

て
末

来

に
別

々
の

ラ

マ
、

偉
大

な
宗

教

家

の
名

で
現

わ

れ

る
。

以

上
(
A
)
(
1
)
(
2
)
(
3
)
(
4
)
(
B
)
(
1
)
(
2
)
(
3
)
(
C
)
と

区

別

さ

れ

る
。
(
A
)
人は
輪

廻

転

生

す

る

こ
と

と
、

生

れ

か

わ

り

の

人
名

が

並

べ
ら

れ
、

(B)
菩

薩

は
、

次

々
と

化

身

す

る
。

そ

の
中

に

連
続

し

て

生

れ
続

け

る
者

と
、

別

の
者

(
有

名

な

王

等

)

と

そ

の
菩
薩

名

で
変

幻

す

る

場

合

で
あ

る
。
(
C
)
仏
 bla
-

m
a
-
d
r
i
-
m
e
d
-
d
p
a
l
-
l
d
a
n
 

は

ラ

マ
や

人

の
姿

を

取

る
。

先

に

ス
ト

ー

リ

ー

の
舞

台

と

な

つ

て

い

る
所

は
 
v
a
-ra
-n
a
-si
 を

中

心

と

す

る
諸
都

市

で
、

名

前

か
ら

も
、

イ

ン
ド
が

舞

台

で
あ

る

と

知

ら

れ
、

物

語

の
中

で
現
在

の
場

合

に
、

今

生

の
所

で
活

動

す

る

主

人

公

王

子

や
観

音

菩

薩

等

が
、

次

生
に
活
動
す
る
場
所
、

国
を
授
記
す
る
。

「
雪
山

の
山
並

で
会

う
。
」
「
雪
山

の
山
並
に
生
を
受

け
て
 
rg
y
a
l-b
a
-rg
y
a
-
m
t
s
h
o
 

の
大
臣
に
な

る
。
」
観

世

音

は

「
北
方
チ

ベ
ッ
ト
に
仏

の
行
為
を
す

る
。
」
「
北
方
雪
山
に
化
身
が
生
れ
る
」
。

等
雪
山
或
は
チ

ベ
ツ
ト
と
言

つ
て
、
授

記
さ
れ
た
末
来

の
場
所
が
示

さ
れ
る
。

 

こ
の
様
に
授

記
と
し

て
語
ら
れ
る
中

に
、
話

を
進
め
る
近

い
末
来

と
、
物
語

の
舞
台
を
イ

ン
ド
か
ら
チ

ベ
ッ
ト
に
移

し
、

他
生
や
場
所
等

を
遠

い
末
来

で
現

わ
し
て
、
輪

廻
説

か
ら
、

特
に
転
生
を
強
張

し

て
、
し
か
も
、

架
空
の
者

で
あ

れ
、
実
在
で
あ
れ
、
人
名
を
列
記
し
て

い
る
。

こ
れ
は
仏
、

菩
薩
の
授
記

と
し

て
、
裏
後
か
ら
支

え
ら
れ
た

こ
と
が
、

同
時
に
名
前

の
つ
い
た
人
と
し
て
、

又

仏
菩
薩

の
化
身

と
し
て
、
末
来
に
現

わ
れ
る
。
逆
説

的
で
は
あ
る
が
、
転
生
者

及
び
化
身

と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
者

は
、

以
前

に
仏

か
ら
授
記
さ
れ
た
こ
と
が
あ

つ
た
か
ら
こ
そ
、
今
現
に
顕

わ
れ
た
の
で
あ
る
と
も
う
か
が
い
得
よ
う
。

そ

し

て
こ
の
物
語

で
は
 
授
記
説

が
中
心
の
柱

に
な

つ
て
、
輪
廻
転
生
及
び
転

生
化

(
5
)

身

が
語

ら

れ
展

開

さ

れ
、

内

容

世
界

が
形

成

さ

れ

た

の

で
あ

る
。

1
 

東

洋

文

庫

所

蔵
、

一
三

三
枚
、

壬

生

台

舜

著
、

河

口

コ
レ
ク

シ

ョ

ン
に

就

い

て
、

日
本

西
蔵

学

会

会

報

二
号
、
 

S
.
 C
.
 D
a
s
.
,
 

T
i
be
ta
n
-E
n
g
lish

D
i
ctio
n
ar
y
 略

表
。

2
 

著

者

は
 stag
-b
h
u
 の
化

身

系

譜

に

属

し

て

い

る
。
k
lo
n
-rd
o
l-b
la
-m
a
-

n
ag
-d
b
an
-b
l
o
-
b
z
a
n
 

著

//b
s
ta
n
-h
d
sin
-g
y
i-s
k
y
e
-b
u
-rg
y
a
-b
o
d
-d
u
-

b
y
o
n
-p
a
h
i-m
in
-g
i
-
g
r
a
n
s
/
/
二

十

一
頁

b
東

洋

文
庫

N
o
.
 34
3
-
25
5
,

N
o
.
 13
7
-
20
5
1

東

北

N
o
.
 65
5
2
。

3
 

J
;
 W,
 D
e
j
on
g
 著
、

m
i
 la
 ra
s
 p
ai
 r
n
a
m
-th
a
r
.
 八

十

九
頁
。

4
 

//rig
s
-b
za
n
-g
y
i
-
mk
h
a
h
-h
g
r
o
-
m
a
-s
a
-
h
od
-h
b
u
m
-
g
y
i
-
m
a
m
-

th
a
r//
二

十
九

頁
、

三

十

二
頁

a
、

七

十

二
頁

a
、

東

大
N
o
.
 40
3
.°

5
 
全

体

は

密

教

の
運

華

部

的

世

界

と
宗

教

体

制

等

に

よ

り
統

合

さ

れ

て

い
る
。

m
g
r
i
n
-
s
n
o
n
-
z
l
a
-
b
a
h
i
-
r
t
o
g
s
-
b
r
j
o
d
 

の
世
界
 
(
金

子
)
 

一
六
九
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